
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これだけは押さえておきたい！ 

人事労務の最新情報   
 

～弊社ブログに、下記情報のリンクを貼っています～ 

http://blog.goo.ne.jp/shinsou-assist 

 

■ 賃金不払残業(サービス残業)などの情報提供メールを24時間受け

付け～「労働基準関係情報メール窓口」を 11月に開設～/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001tcg5.html 

 

■ 平成 24年 7月 1日からの改正育児・介護休業法の全面施行につ

いて/厚労省 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/pdf/ikuji_h23_9.pdf 
 

■ 「離職票の交付を伴う雇用保険被保険者資格喪失届」の手続きに

係る電子申請の実施等について/イーガブ 

http://shinsei.e-gov.go.jp/mhlw/mhlw_notice_20111109.pdf 
 

■ 新卒者･既卒者の皆様､事業主の皆様へ(奨励金制度の実施期間

の延長について)/厚労省 

http://www.mhlw.go.jp/topics/2010/01/tp0127-2/10.html 

■ 均衡待遇・正社員化推進奨励金/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/part_haken/jigyoun

ushi.html 
 

■ 雇用促進税制に関する Q&A/厚労省 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudouseisaku/dl/koyousokushinzei_qa.pdf 
 

■ 事業主の方への給付金のご案内／雇用の安定のために厚労省 

（詳細版）http://www.mhlw.go.jp/general/seido/josei/kyufukin/koyouantei.html 

（概要版）http://www.mhlw.go.jp/general/seido/josei/kyufukin/koyouantei_gaiyo.html 
 

■ 「ねんきんネット」で年金見込額の試算/日本年金機構 
http://www.nenkin.go.jp/n_net/ 

 

■ 短時間労働者への社会保険適用、労使団体からヒアリング/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000001uh83.html 

 

■ 精神障害の労災認定を迅速に行うため分かりやすい「ストレス」の

具体例などを示します～「精神障害の労災認定の基準に関する専

門検討会」報告書を公開～/厚労省 

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001u5d4.html 

■ 若者向けメンタルヘルスサイト「こころもメンテしよう」～動画こころ

の病気と向きあう「回復へのマイ・ステップ」～/厚労省 

http://www.mhlw.go.jp/kokoro/youth/ 
 

■ 大卒初任給 20万 2,000円、前年比 2.3％増／厚労省 

http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/53-23.html 

■ 離職中の介護・看護職、５歳以下の「子育てママ」が約半数/インテ

リジェンス 

http://www.inte.co.jp/corporate/library/survey/20111017.html 
 

■ 平成 23年度 今冬のインフルエンザ総合対策について 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/influenza/index.html 
 

■ 年末調整がよくわかるページ/国税庁 

http://www.nta.go.jp/gensen/nencho/index.html 

■ 平成 24年版 源泉徴収のあらまし/国税庁 

http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/gensen/aramashi2011/index.ht

m 
 

匠 英一 著 幻冬舎  \1,300＋税   

 

［「はじめに」より］「デキるビジネスマン」たちの多くは、自分と同じ量の仕事をこなしているはずなのにな

ぜか仕事が速かったり、なぜか発言に説得力があったり、なぜか人望が厚かったりする。その「なぜか」の裏

には巧みな心理テクニックが存在するのだ。 
 

「リンゲルマン効果(社会的手抜き)…1 人で作業したときに発揮する力を 100 とすると、共同作業人数が 3

人だと 85、8 人だと 45 というように、作業をする人数の増加とともに、個人が発揮する力は減少する。共同

作業を指示するときには、これを防ぐために分担を決めるなどの工夫が必要になる。」なるほどと思える内容

がたくさんありますので、皆さんも参考にしてみてください。 

 

『 』 ！ 
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企業の発展を願い 従業員の成長を願う その一歩一歩を応援します 

● 就業規則の公開、周知 ● 
  

 

●就業規則はあなたの職場ですぐに確認できますか？  
就業規則を本社の金庫に保管していたり、鍵のかかる部長の机の中

にしまっていたりしていませんか？ また、確かに作ったけれども、

誰に聞いてもどこにあるのか知らないということになっていません

か？ 

 

●就業規則が職場で確認できないのは問題です！  

就業規則は職場のルールブックです。事業主や管理職、そしてもち

ろん従業員もその内容を共に知っておく必要があります。そのために

は職場内でいつでも確認できる状態でなければなりません。 

知らせていないルールや隠しているルールを、都合のよいときにだ

け持ち出してルールだと言うのは理不尽です。それではルールとはい

えません。 

なお、就業規則のすべての内容を全従業員に“完全に”理解させて

おくということは現実的には無理でしょう。まずは、職場でいつでも

確認できる状態にした上で、重要度の高い内容から順に従業員に説明

し、理解させておきましょう。 

職場の労務管理の基本 

人事マネジメントのワンポイントアドバイス 

◆  「叱る」とは、叱り方のコツ  ◆ 
 

 

◆嫌がられる叱り方  

「叱る内容に一貫性がない」「イライラのはけ口として怒鳴る」

「叱られるが、なにをどうすればよいのかわからない」こんな叱り

方は相手に嫌がられます。嫌がられるだけでなく、伝わりません。 

 

◆「叱る」とは  

「叱る」とは、しかるべき方向に導くという意味がありますので、

叱る目的や意図が相手に理解されなければいけません。感情をぶち

まけて、くどくど叱責だけを繰り返しているならば、「叱る」とい

う本来の意味が理解できていません。改めてください。 

 

◆叱リ方のコツ  

内容を限定して叱る 

人格ではなく仕事のこと、それも原則、事実に基づいて叱る 

長々と時間をかけなない。単純明快に叱る 

相手の能力レベルに応じて叱る 

他の従業員と比較しない 

出来るだけその場で叱る 


